
前日本脊髄外科学会理事長
日本脊髄障害医学会理事
日本脳神経外科専門医、脊髄外科指導医
北海道大学脳神経外科同門会会長
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病棟を支えてくれています。7月からは志藤里
香先生が短期間ではありますが、脊椎脊髄疾患
の勉強で来られる予定です。
　脊髄の教科書「脊椎・脊髄疾患の外科」第２
版を昨年の夏に出版しました。出版から10年を
目処に改訂版を出版する予定でしたが、2017年
に岩崎先生が急逝され一時中断したのですが、
岩崎先生の遺志を継ぐべく、同期である北海道
脳神経外科記念病院の小柳泉先生と作業を再
開し、なんとか改訂版を完成させました。執筆者
の同門の先生達に深く感謝するとともに、本書
が、脊椎・脊髄疾患の外科を志す先生､この領域
に関心のあるすべての先生と医学生達にとって
役に立つ教科書となることを願っています。
　今年の11月には第59回日本脊髄障害医学会
を開催させていただきます。副院長の矢野先生
を始め、多くの先生方のご協力をいただきなが
ら、現在準備を進めているところです。今年は
「多様化社会で求められる医療」というテーマ
で沖縄で開催いたします。どのような学会にな
ったかはまた来年ご報告したいと思います。
　今後も患者さま、そして地域の先生方からの
信頼に応えられる病院作りに邁進したいと思っ
ています。

　2023年5月にコロナウイルスの扱いが５類に
移行し、世の中は随分と変わり、円安のためも
あるのでしょうが、日本中どこもかしこも観光客
で混雑しているようです。当院もお陰様で、外
来・入院ともに忙しく、最近ではちらほら外国
からの患者さまも受診、治療されています。今
年も米国、タイ、中国、インド、オーストラリアか
らの患者さまが来られました。
　4月から働き方改革が始まり、6月からは新し
い診療報酬改定が始まり、病院も変化を余儀無
くされています。DX（デジタルトランスフォーメ
ーション）化の一環としてA I 問診も外来で始ま
りました。病院を受診する前から携帯でも問診
が可能となり、思った以上に使いやすい印象が
あります。患者さまの待ち時間の短縮にも繋が
るのではないかと期待しています。
　医局の新しいメンバーとして２人の医師が仲
間入りしました。北大脳神経外科で脳腫瘍のス
ペシャリストであった茂木洋晃先生が脳腫瘍セ
ンター長として4月より赴任しました。様々な脳
腫瘍、頭蓋底手術、顔面痙攣、三 神経痛など
の手術もサクサクと上手に手術をしています。
もう一人はリハビリ科の若林央樹先生でリハビ
リセンター長の安彦先生と共に回復期リハビリ



【専門分野】 原発性および転移性脳腫瘍、
下垂体腫瘍、頭蓋底腫瘍（開頭および経鼻
内視鏡頭蓋底手術）

日本脳神経外科学会専門医
日本神経内視鏡学会技術認定医
がん治療認定医

脳腫瘍センター長

Doctor Profile

脳幹に食い込む脊索腫という悪性腫瘍の画像です。周囲には重要な
動脈や脳神経などが多く存在します。手術前にしっかりとシミュレー
ションし、無事に手術を終えており、再発も認めません。

動眼神経

上小脳動脈
脳幹

腫瘍
脳底動脈

内頚動脈

腫
瘍 脳底動脈



　2024年4月より赴任いたしました、若林央樹と申します。札幌で生まれ育ち、北海道大学
を卒業後はリハビリテーション科専攻医として日々学ばせていただいております。脳神経外
科を専門とする病院で勤務するのは初めての経験ですので、色々と至らない点もあるかと思
いますが、患者さまの身体機能の回復や日常生活動作の改善に少しでも貢献できるよう精進
してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

医師  若林 央樹

Doctor introduction

2020年北海道大学医学部卒業。2020年4月よりJCHO北海道病院、2022年北海道大学病院に勤務。
2024年4月より札幌麻生脳神経外科病院勤務。

　2024年4月より赴任いたしました、若林
を卒業後はリハビリテーション科専攻医と
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年間手術件数
（2023年）

脊椎・脊髄

脳血管障害
破裂動脈瘤　
未破裂動脈瘤
頸動脈内膜剥離術
その他

初診患者数　5,553名
再来患者数　32,516名

入院患者数　2,076名
在院延患者数　44,518名

救急車搬入数　1,354件
その他　465件

腫瘍
変形性脊椎症
椎間板ヘルニア
その他

動脈瘤塞栓術
動静脈奇形
閉塞性脳血管障害
その他
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45
24
23

48
253
20
71
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1
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主な内訳 外来患者数

入院患者数

救急患者数

2023年2023年

2023年5月に新型コロナウイルスが５類感染症へ移
行しましたが、その影響などもあり外来・入院、手術等
の診療件数が増加しました。
外来患者数は2022年の35,325人から2023年は
38,069人（＋2,744人）、入院延患者数は41,914人
から44,518人（＋2,604人）、手術件数は594件から
696件（＋102件）と、軒並み前年（2022年）の実績を
上回る結果となりました。手術件数においては、これ
までで最も多い件数となりました。

血管内手術


